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おもに青紫色光 (420~ 450nm) と赤色光 (650
~ 780nm) が吸収されて光合成に も利用されてい






























































































































































こ!の;:;:者の移動速度 l [fc観測される振動数 fo C音源の振動数
と教科書等にはあるが，実際には
f V-VO -= 
Jo V-vs 
とすると，分子に人間，分母に音源となって説
明しやすいし，覚えやすい。
実際にバイクや自転車を走らせて観測をする
と通り過ぎた後，高音域から低音域に変化する
ことを体験して覚える こともできる。
IVおわりに
私のこれまでの授業経験においては，進学校
では授業の進行進度が早いため，なかなか実験
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などを行う時間が得られない。それでも進学校
の生徒は理解するので良しとしてしまうところ
だが，クラス内で得手不得手による差が生じて
しまったc 授業は理解が遅い生徒に合わせてで
きるだけ行うようにしているがそれには限度が
あり，理解するにはどうしたら良いかと考えた
のがきっかけとなった。ただ，講義で 1時限，実
験で 1時限というやり方ではタイムラグが生じ
効果も軽減されてしまうと考え，できる限り講
義と実験を交えるようにした。時間がかかる実
験は授業変更などをして 2時限続き等にして形
態を一貰して行えるようにした。
科学技術の向上はとても早く，それに伴って
方法も変わる。 DVDレコーダーが普及してきた
今では個人で NHKの高校講座をデジタル録画
して編集することが可能になっている。実験機
材も多機能になってきて色々なパフォーマンス
が可能になっている。授業で提示するには視聴
覚，触覚など多方面からの訴えが必要不可欠で
あり，それをどう取り入れるか常に考えるよう
にしている。
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坪科（生物・ 化学・物坪）の投叉）j注について
